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儲
け
た
が
」
と
あ
る
が
、
信
英
は
二
代
藩
主
信
枚
と
側
室
法
蓮
院
と
の
間
に
生
ま
れ

て
お
り
、
満
天
姫
が
信
英
の
嫡
母
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
本
田
氏
の
勘
違
い
で
あ

ろ
う
。

七
八
頁
に
「
信
明
の
養
母
妙
詮
院
の
姪
に
当
た
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
貞
寿
院
」

の
間
違
い
で
あ
る
。
七
代
藩
主
信
寧
の
正
室
章
姫
（
貞
寿
院
）
は
川
越
藩
主
松
平
明

矩
の
娘
、
八
代
藩
主
信
明
の
正
室
喜
佐
姫
（
瑶
池
院
）
も
川
越
藩
主
松
平
朝
矩
の
娘

で
、
叔
母
と
姪
の
間
柄
に
な
る
。
信
明
は
信
寧
の
側
室
歌
木
（
妙
詮
院
）
の
子
で
あ

り
、
世
継
ぎ
と
な
っ
た
時
点
で
、
正
室
貞
寿
院
の
養
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
二
二
頁
に
石
場
家
住
宅
（
重
要
文
化
財
）
を
「
江
戸
中
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
の
ち
現
在
地
に
移
転
し
た
」
と
あ
る
が
、
ど
こ
か
ら
移
転
し
た
の
か
記
述
が
な

い
。
石
場
家
は
移
転
し
て
現
在
地
に
建
て
直
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

一
七
三
頁
に
「
表
口
四
○
○
間
、
奥
行
一
五
○
間
の
建
物
が
、
八
月
中
に
で
き
あ

が
っ
た
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
松
前
詰
合
日
記
』
の
読
み
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
文

化
四
年
（
一
八
○
七
）
の
エ
ト
ロ
フ
事
件
に
よ
り
弘
前
藩
が
蝦
夷
地
警
備
の
た
め
、

北
海
道
斜
里
町
で
越
冬
し
多
数
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
と
き

三
六
坪
の
上
長
屋
、
三
○
坪
の
中
長
屋
と
下
長
屋
な
ど
を
建
て
て
い
る
。
「
表
口
四

○
○
間
、
奥
行
一
五
○
間
」
は
こ
れ
ら
の
建
物
を
建
て
た
敷
地
の
広
さ
で
あ
る
。

細
か
い
と
こ
ろ
で
い
く
つ
か
勘
違
い
や
間
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
本
書
は
「
弘
前

藩
」
を
学
ぶ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
多
く
の
人
々
に
読
ん
で
頂
き
た
い
書
で
あ
る
と
思
う
。

評
者
の
方
に
も
勘
違
い
や
間
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ご
寛
恕
を
願
え
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
、
現
代
書
館
出
版
、
二
○
○
八
年
七
月
刊
、
一
六
○
○
円
＋
税
）

（
ふ
く
い
・
と
し
た
か

青
森
県
立
弘
前
南
高
等
学
校
教
諭
）

八
戸
市
史
編
纂
委
員
会
編

『
新
編
八
戸
市
史

近
現
代
資
料
編
Ⅱ
』

竹
村

俊
哉

本
書
は
、
近
代
化
の
基
盤
作
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
明
治
期
に
お
け
る
八
戸
地
域
の

く
ら
し
や
生
活
、
地
域
産
業
、
政
治
、
社
会
資
本
、
教
育
等
の
分
野
の
諸
様
相
を
紹

介
し
た
『
新
編
八
戸
市
史
近
現
代
資
料
編
Ⅰ
』
（
二
〇
〇
七
年
）
の
続
編
で
、
明
治

末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
八
戸
地
域
に
関
わ
る
史
資
料
を
収
録
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章

大
正
期
の
生
活

概
説

凶
作
と
大
火
、
二
大
災
難
を
た
く
ま
し
く
乗
り
越
え
る

第
一
節

凶
作

第
二
節

八
戸
大
火

第
三
節

人
々
の
生
活
の
変
化

第
四
節

祭
り
と
観
光
振
興

ト
ピ
ッ
ク
ス

八
戸
大
火
と
人
々
～
松
友
会
誌
か
ら
見
る
大
火
の
復
興

第
二
章

文
化
の
興
隆
と
実
業
教
育
の
進
展

概
説

北
方
日
本
の
小
さ
な
町
で
生
ま
れ
た
独
創
的
な
雑
誌
『
東
北
実
業
評

論
』
と
社
会
教
育

第
一
節

明
治
か
ら
大
正
へ
の
文
化
活
動
の
動
き

第
二
節

教
育
の
拡
充
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ト
ピ
ッ
ク
ス

丸
山
董
が
口
火
を
切
っ
た
新
教
育
運
動
の
ひ
ろ
が
り

第
三
章

港
湾
整
備
と
政
治

概
説

港
湾
修
築
工
事
へ
の
助
成
を
求
め
て
―
利
益
誘
導
と
政
党
勢
力
の
変
遷

第
一
節

漁
港
修
築
運
動
と
鮫
港
概
況

第
二
節

八
戸
地
域
の
政
治

ト
ピ
ッ
ク
ス

「
積
極
政
策
」
と
南
部
地
方

第
四
章

鯨
騒
擾
事
件
と
漁
業

概
説

沿
岸
漁
場
の
利
用
と
道
東
漁
場
へ
の
進
出
、
引
続
く
北
方
へ
の
出
稼
ぎ
、

捕
鯨
と
沿
岸
漁
業
の
軋
轢
「
鯨
騒
擾
事
件
」
の
発
生

第
一
節

鯨
騒
擾
事
件

第
二
節

近
代
漁
業
の
萌
芽

第
三
節

北
方
へ
の
漁
業
出
稼
ぎ

ト
ピ
ッ
ク
ス

神
田
家
日
記
に
見
る
海
と
八
戸

第
五
章

工
業
勃
興
の
さ
き
が
け

概
説

農
産
・
馬
産
が
中
心
だ
っ
た
八
戸
に
、
近
代
工
業
化
の
さ
き
が
け
と
し

て
「
日
出
セ
メ
ン
ト
」（
の
ち
の
「
磐
城
セ
メ
ン
ト
」）
が
や
っ
て
き
た

第
一
節

農
業
・
馬
産

第
二
節

商
業

第
三
節

金
融
業
の
展
開

第
四
節

電
力
の
供
給
と
工
業
の
近
代
化

ト
ピ
ッ
ク
ス

八
戸
地
域
の
銀
行
設
立
と
八
戸
銀
行
の
誕
生

第
六
章

ま
ち
づ
く
り
と
八
戸
市
誕
生

概
説

八
戸
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
歩
み
―
浜
通
り
と
城
下
町
の
連
携
プ
レ

ー

第
一
節

街
の
整
備

第
二
節

八
戸
町
お
よ
び
周
辺
町
村
の
行
政
運
営

第
三
節

八
戸
市
誕
生

ト
ピ
ッ
ク
ス

夢
に
終
わ
っ
た
路
面
電
車

目
次
を
見
て
わ
か
る
と
お
り
、
こ
の
時
期
の
八
戸
地
域
の
あ
ゆ
み
が
一
目
瞭
然
と

し
て
理
解
で
き
る
、
よ
く
練
ら
れ
た
編
目
構
成
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
こ
こ
に
あ
る

も
の
を
評
価
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
掲
げ
よ
―
産
業
基
盤
の
礎
を
築
く
」
と
題
し
た
本

書
の
概
要
に
、
編
集
の
ね
ら
い
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
。

大
正
期
に
お
け
る
青
森
県
を
概
観
す
れ
ば
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
北
海

道
や
東
北
地
方
を
襲
っ
た
大
凶
作
に
よ
り
大
打
撃
を
受
け
た
が
、
大
正
六
年
頃
に
は

第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
九
一
八
）
に
よ
る
好
況
の
影
響
が
青
森
県
に
も

あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
。
し
か
し
大
正
九
年
以
降
は
こ
の
大
戦
景
気
の
戦
後
不
況
に
見

舞
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
八
戸
地
域
に
お
い
て
は
、
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
の
鯨
会
社
焼
き
打
ち
事
件
、
大
正
十
三
年
の
八
戸
大
火
、
大
正
十
四

年
の
小
中
野
大
火
等
、
社
会
的
大
事
件
や
大
き
な
災
害
が
お
こ
り
、
ま
さ
に
激
動
の

時
代
で
あ
っ
た
。
巻
頭
の
「
概
要
」
で
は
、
「
こ
の
よ
う
な
極
端
な
動
き
は
、
八
戸

地
域
の
人
々
に
近
代
資
本
主
義
の
本
格
的
な
到
来
と
い
う
、
「
時
代
の
変
化
」
と
八

戸
地
域
の
人
々
―
地
域
リ
ー
ダ
ー
た
ち
だ
け
で
な
く
―
に
、
「
生
活
と
地
域
を
活
性

さ
せ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
何
か
」
を
意
識
さ
せ
た
」
と
述
べ
、
「
こ
こ
に
あ
る
も
の
を

生
か
す
」
、
す
な
わ
ち
人
的
資
源
や
自
然
資
源
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
、
港
と
い
う

社
会
資
本
を
地
域
活
性
の
基
盤
に
据
え
な
が
ら
活
用
し
て
い
く
様
子
を
本
書
は
描
い
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て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
こ
れ
ら
は
政
党
の
選
挙
対
策
な
ど
で
政
府
が
提
起
し

た
政
略
・
東
北
振
興
政
策
の
具
体
化
の
一
つ
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
八
戸
地
域

で
は
の
ち
に
「
海
が
拓
け
れ
ば
、
や
が
て
陸
が
拓
け
る
」
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
化
さ

れ
て
伝
承
さ
れ
、
八
戸
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
思
想
の
一
つ
と
な
る
」
と
説
い
て
い
る
。

「
第
一
章
大
正
期
の
生
活
」
は
、
農
業
凶
作
と
八
戸
大
火
に
関
す
る
資
料
を
取
り

上
げ
、
そ
の
対
応
は
「
安
定
し
た
現
金
収
入
の
確
保
を
め
ざ
す
産
業
構
造
の
変
化
や
、

中
心
街
の
居
住
民
の
構
成
を
変
化
さ
せ
る
等
」
、
人
々
の
生
活
に
変
化
を
も
た
ら
し

た
様
子
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
第
二
章
文
化
の
興
隆
と
実
業
教
育
の
進
展
」
は
、
ま
ず
明
治
期
か
ら
大
正
期
に

か
け
て
盛
ん
に
な
っ
た
「
郷
土
紹
介
・
案
内
」
を
目
的
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
や
、
続

々
と
誕
生
し
た
文
芸
結
社
が
発
行
し
た
文
芸
誌
を
紹
介
し
て
い
る
。
な
か
で
も
総
合

雑
誌
『
東
北
実
業
評
論
』
は
「
八
戸
や
日
本
文
化
へ
の
風
刺
を
八
戸
か
ら
試
み
る
が
、

そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
八
戸
」
で
は
な
く
、
「
東
北
」
で
あ
り
、
し
か
も
「
文
化
」
で

は
な
く
「
実
業
」
と
い
う
も
の
」
で
あ
り
、
独
創
的
な
雑
誌
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

る
。
続
い
て
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
拡
充
に
関
す
る
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
第
三
章
港
湾
整
備
と
政
治
」
で
は
、
青
森
築
港
や
岩
木
川
改
修
工
事
と
並
ん
で

大
正
期
に
お
け
る
青
森
県
の
三
大
事
業
の
一
つ
で
あ
る
鮫
漁
港
修
築
工
事
を
取
り
上

げ
、
着
工
の
実
現
を
め
ぐ
っ
て
の
当
地
に
お
け
る
政
党
勢
力
の
変
遷
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
る
。
な
お
、
鮫
港
は
昭
和
四
年
の
市
制
施
行
を
機
に
八
戸
港
と
改
称
さ
れ
た
。

「
第
四
章
鯨
騒
擾
事
件
と
漁
業
」
で
は
、
従
来
か
ら
の
沿
岸
漁
業
と
漁
業
資
本
に

よ
る
近
代
捕
鯨
と
の
軋
轢
か
ら
生
じ
た
「
鯨
騒
擾
事
件
」
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
北
海

道
・
道
東
沖
に
出
漁
す
る
漁
獲
効
率
を
向
上
さ
せ
た
改
良
揚
繰
網
漁
業
の
集
団
と
生

産
性
が
低
い
沿
岸
漁
業
に
従
事
す
る
集
団
の
存
在
を
取
り
上
げ
、
後
者
が
北
海
道
へ

の
漁
業
出
稼
ぎ
の
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
第
五
章
工
業
勃
興
の
さ
き
が
け
」
で
は
、
八
戸
が
近
代
的
な
工
業
地
帯
と
な
る

以
前
の
当
地
域
に
お
け
る
農
産
・
馬
産
、
商
業
、
金
融
、
電
気
・
製
氷
等
に
関
す
る

資
料
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
大
正
二
年
の
大
凶
作
へ
の
対
応
と
し
て
東
北
振
興

策
が
練
ら
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
近
代
工
業
化
の
さ
き
が
け
と
し
て
の
日
出
セ
メ
ン

ト
会
社
の
誘
致
実
現
に
触
れ
て
い
る
。

「
第
六
章
ま
ち
づ
く
り
と
八
戸
市
誕
生
」
で
は
、
ま
ず
明
治
二
十
四
年
の
東
北
線

開
通
や
そ
の
三
年
後
の
尻
内
―
八
戸
間
の
支
線
開
通
に
よ
っ
て
、
鉄
道
に
対
す
る
市

民
の
関
心
が
高
ま
り
、
市
民
の
交
通
機
関
と
し
て
定
着
し
て
い
く
様
子
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
県
下
初
の
定
期
乗
合
自
動
車
の
運
行
や
鮫
の
築
港
事
業
の
着
手

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、
商
業
港
を
抱
え
る
港
湾
都
市

を
目
指
す
べ
く
、
城
下
町
八
戸
町
と
浜
通
り
の
小
中
野
町
・
湊
町
・
鮫
村
が
合
併
し

市
制
実
現
に
至
る
ま
で
の
紆
余
曲
折
を
示
す
資
料
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
た
が
、
評
者
は
青
森
県
に
お
け
る
実
業
教
育
の
あ

ゆ
み
を
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に
し
て
い
る
の
で
第
二
章
は
と
り
わ
け
興
味
深
か
っ
た
。

青
森
県
に
お
い
て
実
業
教
育
普
及
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
た
の
は
、
東
奥
日
報
紙
の
一

連
の
社
説
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
東
北
線
開
通
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
当
時
の
青

森
県
の
中
等
教
育
政
策
の
重
点
は
中
学
校
の
整
備
・
充
実
で
あ
っ
た
が
、
学
理
の
講

義
中
心
で
、
実
生
活
に
役
立
つ
知
識
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
県
民
の
期
待
に
そ

ぐ
わ
ず
、
さ
ら
に
多
数
の
中
途
退
学
者
の
存
在
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を

解
決
す
る
た
め
、
実
業
教
育
令
が
公
布
さ
れ
た
明
治
三
十
二
年
頃
か
ら
、
県
の
中
等

教
育
政
策
も
、
そ
の
重
点
を
実
業
教
育
の
整
備
に
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
後
期
に
お
け
る
青
森
県
の
実
業
学
校
と
し
て
は
青
森
県
農
学
校
（
明
治
三
十
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一
年
創
立
）、
青
森
市
立
商
業
学
校
（
明
治
三
十
五
年
創
立
）、
北
津
軽
郡
立
農
学
校

（
明
治
三
十
五
年
創
立
）
、
青
森
県
立
工
業
学
校
（
明
治
四
十
三
年
創
立
）
が
あ
っ

た
。
八
戸
地
域
に
お
い
て
は
明
治
三
十
年
に
現
在
の
県
立
八
戸
商
業
高
等
学
校
の
母

体
と
な
る
三
戸
郡
八
戸
実
業
補
習
学
校
が
創
立
し
た
。
ま
た
、
明
治
三
十
三
年
に
は

現
在
の
県
立
八
戸
水
産
高
等
学
校
の
母
体
と
な
る
湊
村
立
水
産
補
習
学
校
が
開
校
し

た
。
こ
う
し
て
実
業
教
育
機
関
が
拡
充
す
る
な
か
で
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
た
大
正
十

三
年
の
「
八
戸
町
立
工
業
学
校
廃
止
の
経
緯
」
に
関
す
る
資
料
は
、
政
府
当
局
の
方

針
と
地
域
の
実
情
と
の
齟
齬
を
示
す
も
の
と
し
て
大
変
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
大

正
六
年
に
そ
れ
ま
で
の
八
戸
町
立
工
業
徒
弟
学
校
を
母
体
と
し
て
開
校
し
た
八
戸
町

立
工
業
学
校
が
、
商
業
地
と
し
て
の
八
戸
地
域
に
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
ま
た
八
戸
町

以
外
の
地
域
か
ら
の
入
学
志
願
者
数
の
ほ
う
が
多
く
、
さ
ら
に
尋
常
小
学
校
の
新
築

・
改
築
費
が
必
要
な
こ
と
か
ら
廃
止
認
可
を
申
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
文
部
省
実
業

学
務
局
か
ら
は
、
①
町
立
実
業
補
習
学
校
へ
の
改
変
、
②
既
存
の
男
子
の
町
立
商
業

補
習
学
校
と
町
立
工
業
補
習
学
校
を
併
合
し
、
こ
れ
に
女
子
部
を
増
設
す
る
、
と
い

う
処
分
案
を
提
示
し
そ
の
存
続
を
促
し
た
が
、
結
局
大
正
十
三
年
の
卒
業
生
を
も
っ

て
廃
校
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

本
書
の
特
色
と
し
て
、
章
ご
と
の
末
尾
に
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
が
掲
載
さ
れ
、
読
者

に
対
し
て
章
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
よ
り
関
心
を
持
た
せ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
前
巻
同
様
、
付
録
と
し
て
各
章
の
概
説
、
本
文
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形

式
の
デ
ー
タ
で
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
付
け
ら
れ
読
者
の
利
用
の
便
に
供
し
て

い
る
。

評
者
は
、
教
員
生
活
を
八
戸
の
地
で
歩
み
始
め
た
こ
と
か
ら
、
八
戸
市
史
の
編
纂

事
業
に
は
ひ
と
か
た
な
ら
ず
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
小
稿
を
書
く
機
会
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
評
者
の
非
力
に
よ
る
誤
読
で
、
本
書
の
真
意
を
曲

解
し
た
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
著
者
及
び
読
者
に
対
し
て
深
く
お
詫
び
し
た
い
。

（
Ｂ
５
判
、
四
五
六
頁
、
八
戸
市
、
二
〇
〇
八
年
、
五
六
〇
〇
円
）

（
た
け
む
ら
・
と
し
や

青
森
県
立
郷
土
館
学
芸
課
主
任
学
芸
主
査
）


